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エレベータ研究塔完成

TowerCompletiomforElevrtorStudy

■

最近

箪1囲 エレベータ研究塔外敵

Fig.1.Outside View of Elevator

Testing Tower

l

貪の谷間は

市iこは高層 許が次々と建てられ､都

地響の攫毎に埋められて民主日本の明

るい近代都市が牛れつゝある｡都市に於ける竪の交通機

関は毎日何力洞十万のノ･､･そを道ぶのに目まぐるLく上下

し､ 暗中のエレベータ取外彼のあの不偵非能率を恩田

Lノてみるまでもなく､エレべrタの頭要性を再

るを得ない｡

認… せぎ

戦後日立製作所に於ては進駐軍関係を始めとL･て､目

指国際会館､新丸ビル等の高級エレベータを多数製作好

･-一一日立製.作所多賀工場傍聴圃-

を博Lているが､今回更に一段の技術向一卜と高能率安

仝なるエレベータ製作の研究設衛とLて､戦前日立海岸

工矧こあった試験塔に大改造を加えて新Lく日立製作所

多賀工堺･こ日立エレべr･タ研究塔と`Lて完成をみた0

木研究堵は堵全高25米余で頂郡に第一､第二機械室

を設け交流､･直流ギヤード､直流ギャレスの3エレべ~

ダ方式の研究耗卿こ適する如く旧来ている｡主なる研究

対称は

､ ト 速エレべ一列こ於ける乗心地(人体生理)と

速度制御の研究

(2)交流高速度エレベータの研究

(3)ェレべrタ諸自動制御方式の研究

(4)ガイドレール及び斗ラクショソマシソの研究

(5)諸安全装置の研究

等を げることが出来る｡筒研究塔附属設衛としてドア

_マシ∵/及び諸部分品器具の寿命試験設備がある｡

第2圃 エ レベー タ研究塔

Fig.2･The ElevatorTestingTower
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電話機用′､ウジングのインジェク

ションモールドに就いて

On the Highest Qualities Our

Injection Molding Productsfor

NewTypeTelephonesⅡ0ⅥSing

imIIib(血iWorks

第1圃

Fig.1.

レスグーインジュクションモー.クレ

ディングマシン20オンス仝貴

GeneralviewofResterInjection
Molding Machine200ZS

終戦後､新葦廷電話機の製作を各メーカー共同で開始L

て以来､性能､外観共に旧型に此Lて異状な進捗をL

た0日立製作所においては､更にこれを優秀品質とLて

おくり世論に答えようと､先般インジュクシヨ∵ソモ【ル

ド機を米国より輸入L､日立製作所戸塚工場に於て量産

に更に拍車をかけた｡

第33 第12既

太機による製品が､今までになく､軽量でLかも光沢

のある堅牢なものが次々と製作されており､-一般の絶讃

をうけている｡

これは電話機用ハウジングのみに限らず､こ_の種一蚊

用品にも応用されるので､その前途を期待されでいる｡

イソジュクショソ､モ■-ル▲ド製品の

ある｡

[Ⅰ]性熊上の特長

長は次のようで

(1)従来のフユノーノトレヅソの筐体は机上から落す

と､殆んど取壊L､外力でも破損することがあった

が､イソジュクシヨ∵ソ､-モ㌧-ノtドのものは､その材

料特性もあって破損Lたい｡

(2)非常によい光沢をもち･､永く傍用Lてむ光沢を

失わないので､高荷な状態を保ち､フェノ_ルレジ

ソのものと格段の差がある｡

(3)薄い厚みでも強腰があるので､軍塞が約2/3程

度iこなる｡

弟2圃 用爽あがった電話機筐醍

Fig･2･FinishedHousingsofInj巳CtionMold

第1表 電話機筐醒試験成績表(1)

Tablel･DetaSheetofTelephoneHousingTests(1)
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第2表

Table2.

試 験 琴iトⅠ

杭 折 力

抗 脹 力

街 撃 強 度

24時間吸水率

24･曙関浸水溶摘果

加 熱 減

電話機

Deta Sheet of

試験成精麦(2)

Telephone HousingTests(2)

射出成型品
(ミナマン使用)

テナイト ∬

日立M.P.蓄電器

HitachiMeta11ized

Paper Condensers

耐 熱 優 形

表面硬度C叫kピー10｣⊇

流 劫 i盈 ヱ定

40〔kg/cmア以上

4n〔kg/ビm望以上

2〔kg･Cm/cm2以上

2･5ヲる 以■F

O.25%以下

1･8% 以下

550sec/cm2以上

(ヴヰカース)

469kg/cm2

491kg/cm望

44kg-Cm/Cm2

1.015%

0.1G2%

1･15%

578sec/Cm2

2.84

1550C

(1)作業時間が従来の1/15 に短縮され､1個の生

は50秒から1分でできること｡

(2)自動的な操作をするので痍ができない｡従って

羽布作業を殆んど必要とLないこと｡

(3)スプールや仕損品の材料は再製がきくので､材

料の無 がないこと｡

(4)サーモプラスチックの材料は､まだ研究途上に

あるので､材料が割高となるため､現在では著Lい

安価とはならぬが､製造原価は従来の製造法と比較

すオー止ま約80% となっていること｡

[Ⅱ]材料の現在と将来性

(1)現在インジュクショソ､モールデイソグの電話

機用として使用される材料は､アセチセルローズ(酷

系)であって､電気通信省 研究所との

共同研究により完成Lたもので甚)る｡

(2)将来のインジエクツヨソ､モールド用とLて､

他の二､三の材料が､通併および他の化学金融二等で

研究されつつあり､日立はその試作を行っている｡

(3)米国では､テナイト∬が電話機筐体とLて多く

使用されておる｡これはプチルアセチルセルローズ

で､再製､その他の点でアセチルセノ■レローズよりや

ゝ優れている｡

以上の利点により､電話機の筐体は従来のフェノール

レジンからインジュクシ仁ヨニン､モールドへと移行し､全

く生三れ変った 体が完成され賞用されつゝある｡

それは縮み､痕､拭､凹み､焦げ､細かな閃光椀､泡

膨れなどの欠点のないこと､更にまた当然筐体の復雑な

構造から予想される｢ウニルドライソ｣ができないこと

と云う他の製品に此して優れた製品となっていることで

ある｡その性能試験は第1表及び第2表のようである｡

177kg/cm2

318kg/Cmヨ

63kgぺm/CI-1立

1.65%

0.12%

1.51%

609sec/Cnl2

3.40

1360C

日立製作所iこおいては､かねてか

らM.P.蓄電器(Metal1ized Paper

Condenser)の試作研究を重ねてい

たが､この程優秀な製品が量産され

る態勢ができ､大方の御期待に必ず

沿ラものと確ゃしておる｡

木器は米､英両国において急速な

進展を来L､従来の粍蓄電器が殆ん

ど全部これに置き換えられて⊃ゝある｡それはノーパンク

(nopunck)という威力を持っていること､更に利用範

囲が極めて広いということである｡その大きな特長は

(1)従来の紙蓄は金

の電極と､その間に入る

少くとも二枚以上の絶縁

紙により構成されるが､

M･P･型では蓄電器紙の

片面に､金属を光政長の

1/5～1/6の厚みに蒸着L･

た､いわゆる金属化紙で

素子が作られるので､第

l表に示すようにスペー

スの縮減を期Lうる｡

(2)絶縁破壊に対し自己

回復願力(自臆性 S三1ト

Healing)を有すること

すなわち従来の紙蓄は絶

縁紙の枚数を増しで蓄電

器動作の安全を期Lたの

であるが､一度取壊すれ

ば､その革電器を坂換え

るよりはかはない｡

M.P.型においては

絶縁紙のピンホールまた

は苺電性徴粒子の存在に

より､絶縁破壊すればそ

の放電エネルギーから､

きわめて薄い金属膜がそ

の附近だけ蒸発消失L､

第3隠iこ示すように､紙

の傷点は坂除かれ､ふた

第1圃 M.P.型蓄電券の

生産品

Fig.1.Products of

M.P.Type

Condensers.

(For Telepbones

&Switcbl刀ards)
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箪1表 素子にねける従来の紙蓄と M.P.

型との鮭硫比較

Tablel･Comparison Capacities b3tWeen

Two Type,Paper&M.P.

Condensersinits Units

種 別:試段竃靡

A

B

C

D

E

100V.D.C.

200V.D.C.

300'Ⅴ.D.C.

400V.D.C.

500V.D.C.

使用馬鹿

50V.D.C.

120V.D.

200V.D.C.

270V.D.C.

350V.D.C.

従賽の紙蓄10け%

に射する鰹蹟比

27%

3▲4グム

43ヲ′ム

58%

73%

第2表 現 衣 の 訣 験 洩 棉

Table2.Testing Standards of Using

耐電匪 第1表の試験電摩1分間

たび絶縁性を回復する｡この特性はいままでの如何な

る蓄電終にも得られなかった大きな特長である｡

以上の二つの大きな特長からM･P･蓄電熟ま製造上

の諸困難を排除して､米､英で賞用されておるので､将

来を妬望される所以である｡

日立製作所lこおいては､すでに基礎研究に一.段階を画

詳 論

節3圃

Fig.3.

性の新教錯覚民(25倍〕

(尿中の且削が自癒した位置)

Microphotographof Sample

Witb Self-Healing x25

(Middle whitepointindicate

the self healed
position.)

rM･P型) 買掛J

引出繰

(子ぷ莱の紙畜〕

第4圃 従爽の釈菩とM･P･型との構造比較

Fig･4･Comparison betwecn Unit ConstructlOn

Of Two Type Paper&M･P･

Condensers

L､たとえば､金属化紙のごときは電子麒徴鏡写真､電

子解析写 等から､現在米､英に劣らぬものができるよ

うになったので､昭和26年初頭から量窪 作および工

場生産に入っている｡すでに製品の∴部は電気通

第2随 従凍の釈畜とM.P.型との比較

Fig･2･Comparison betweenTwoTypePrcducts,

Paper&M.P.Type Condensers

8()

省適

信研究所に提出され優秀な成続を収めた｡現在

製作上の分類とLて第l蒙に､その試験演格と

L-て第2表iこ示すようiこ行っているが､これは

←一応の親準であって､∠特殊性様については別fこ

考慮することは勿論である〔､

M･P･蓄電器ヒ記二つの特 を往かLうる

ならば､通信機､電話機､交換機のみならず､

コソデソサー･モータ､諸測定器など､十分賞

用していただけるものとおもい大方のご採用を

お願いナる次第であろ｡




